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ISO標準サイズと主な利用地域

Dimensions
millimeters

Dimensions
inches

Region most used in

1200×800 47.2×31.5 Europe

1200×1000 47.2×39.4 Europe, Asia

1219×1016 48 × 40 North America

1067×1067 42 × 42 North America

1100×1100 43.3 × 43.3 Asia

1140×1140 44.9 × 44.9
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赤字=APSF Standard
↓

日中韓で現在合意している寸法
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アジアパレットプールシステム連盟(APSF）

2006年に設立、パレットのアジア全体での普及を推進する組織。
現在は日中韓を初めとした10カ国が加盟し、各国の政府にパレットの標準化と通関業務の簡素化を
働きかけています。また、アジアにおけるパレット標準規格（APSF標準）策定と各国パレット普及統
計の収集を行っています。この活動が進めば、アジア全域で共通のパレットを使用する、物流プラッ
トフォームが実現されます。

アジアパレットシステム連盟（略称：APSF）

11型・12型をアジアの標準パレットに
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参加国
日本・中国・韓国・インドネシア・マレーシア・タイ・

フィリピン・ベトナム・ミャンマー・インド
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APSF Standard-001（APSF標準001）
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APSF Standard-002（APSF標準002）
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1200×1000

1100×1100

1100×900

同じパレットが利用されていないと
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工場A

工場B

工場C 各取引先が使用している
パレットを別々に管理しな
ければならない

↓
効率よく保管できない
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同じパレットが利用されていないと
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パレットサイズがバラバラでラックが活用されていない



Copyright © 2012 Japan Pallet Association

日本における標準パレット
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木製パレット

 サイズ：1,100×1,100×144（L×W×H)mm

 最大積載質量：作業時1t

 仕様：両面使用二方差し

プラスチックパレット

 サイズ：1,100×1,100×144（L×W×H)mm

 最大積載質量：作業時1t

 仕 様：片面使用二方差し
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素材別各国パレット生産枚数
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thousand pieces/Year

China Indonesia Japan Korea

木製 655,000 48,000 44,372 15,987

金属製 5,000 240 2,137 73

樹脂製 30,000 4,500 10,028 13,203

紙製 10,000 1,500 1,850 -

その他 700,000 2,500 8,582 29,263

Malaysia Myanmar Pilippines Thai

木製 5,000 - 990 2,500

金属製 500 - 230 100

樹脂製 2,000 - 450 1,000

紙製 300 - 130 1,000

その他 - - 1,800 200

2012/APSF
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パレットサイズ別各国平パレット生産枚数
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2012/APSF

thousand pieces/Year

Indonesia

1100mm×1100mm 5% 35,000 6,480 25% 14,022 37% 10,769

1200mm×1000mm 20% 140,000 7,920 5% 2,594 15% 4,484

その他 75% 525,000 33,600 70% 38,446 48% 14,010

Total 700,000 48,000 55,062 29,263

Myanmar

1100mm×1100mm -

1200mm×1000mm -

その他 -

Total 0 0

Korea

Thai

3,000

5,000

500

0

Malaysia

Japan

Pilippines

360

720

-

0

China

1,300

2,000

-
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レンタルパレット保有枚数
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2012/APSF

thousand pieces/Year

China Indonesia Japan Korea

木製 1100mm x 1100mm 4,000 1,000 4,304 680

1200mm x 1000mm 4,175 2,000 180 420

others - 1,000 2,602 60

樹脂製 1100mm x 1100mm 75 100 9,842 7,350

1200mm x 1000mm 2,638 100 314 1,330

others - 100 1,343 1,570

410 750 967 352

- - - 19,100

Malaysia Myanmar Pilippines Thai

木製 1100mm x 1100mm 1,000 - 500 10

1200mm x 1000mm 3,000 - 1,000 5,000

others - - 90 10

樹脂製 1100mm x 1100mm 300 - 200 5

1200mm x 1000mm 300 - 200 15

others - - 10 5

200 - - 3

100 - - 500

Returnable ボックスパレット
Returnable プラスチックコンテナ

Returnable ボックスパレット
Returnable プラスチックコンテナ
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コメント

 生産比較
 日中韓では、「その他」のサイズのパレット生産がいまだ主

流である。
 中国は「その他」が75％であるが、日本も70％が該当してい

る。一方韓国では48％と半数以下となっている。
 「その他」を除くと、日韓では11型(1,100㎜×1,100㎜)が多く生産さ

れ、一方中国では12型(1,200㎜×1,000㎜)が多く生産されている。
 インドネシアではほぼ同数となっている。

 レンタル比較
 日本韓国中国では多くのレンタルパレットが使用されてい

る。
 タイ・インドネシア・マレーシアでもレンタルが普及し始めて

いる
 日本韓国では11型が多く使用されている。一方中国では

12型が主流となっている

12



Copyright © 2012 Japan Pallet Association

パレット普及への取り組み
ミャンマーへのアプローチ
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日本ASEAN物流対話ワークショップ
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2014年度はミャンマー物流業界団体からの要望を受け、
物流効率化の一手段としてパレチゼーションに関する説明
を行った。
パレットによる物流効率化の効果をより高めるためには、
①リターナブルパレットの活用、
②パレット標準化の推進、
③パレットの管理
が重要である旨説明があった。
これに対して、ミャンマー政府より、パレチゼーションの重要
性を認識するとともに、その導入に向けた協力について要
請があった。
また、ＭＩＦＦＡより、パレチゼーションを推進するには、リ
ターナブルパレットの活用、標準化の検討、パレットに対す
る関税の取扱いなど、ミャンマー政府と協力して進めていく
必要があるとの認識が示された。

現在、JPAとMIFFA間で物流に関する技術協力を検討中

従来より実施している日本ASEAN物
流対話と併催されるワークショップにて
パレットの重要性についてプレゼンを
実施
2013年度：タイ・インドネシア

2014年度ミャンマーワークショップ
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ミャンマー物流近代化への協力
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会員社によりミャンマーで行われている
「ミャンマー連邦共和国イラワジ川における
低吃水軽量台船の普及・実証事業」の実施
に際して、輸送容器として11型パレットを無
償提供しています。
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パレット等物流機材のリターナブルユー
スの促進に係る実証実験による調査
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実験概要

日本A社 韓国B社

韓国C社

･同一のパレットを日韓の取引先で利用いただき、循環利用の中で通常業
務の流れと個体識別(RFIDなど)の情報を収集し、新たな手法による同一
性の確認方法をあわせて検証する。

日本D社

下関港 釜山港
or馬山港

下関港

パレット
デポ

パレット
デポ
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釜山港
or馬山港
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１．実証実験の目的
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（１）目的
・国際間でRTIがより効率的に活用されることを目的とし、国際間循環輸送途上で発
生する再輸出免税・再輸入免税など手続きを簡素化するだけでなく、統一されたレ
ギュレーションの基に実施されることを実現する。

・再輸出免税手続・再輸入免税手続上必要となる同一性の確認をするため、個体管理
の導入と個体を識別するためのBarcode及びRFIDのSystem検証及び同一性の確認す
るための標準的なデータプールの構築とネットワークによる共有化を実現する。

（２）検証のポイント
①必要な情報が収集場所から確実に取得できるか。
②容器の動静とともにデータの履歴が形成されるか。
③必要な情報が全て網羅され、使用するシステムから出力されるか。
④出力された情報に基づき、対象となる税関で免税措置を受けられるか。
⑤容器の同一性を確認することができるか。

情報が欠落している場合の免税措置を受ける必要情報についても検証する。
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２．実証実験の概要 （全体イメージ）
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日本 韓国
・再輸入免税の検証

JPRデポ

・日本から輸出された同一容器が返却
※容器のみの場合あり

荷主

フォワーダ

CY

ＣＹ

フォワーダ

着荷主

KPP

●読取ポイント
●読取ポイント

・回収されたパ
レットは別の荷主
から日本に輸出

Llinkシステム

税関提出
書類

RTI情報
登録／問
い合わせ

Capture／
Query

RTIマスタ

EPCIS

システム

韓国システム

税関提出
書類

RTI情報
登録／問
い合わせ

Capture／
Query
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実用に耐える輸出入容器移動情報管理システムの構築

輸出入容器移動情報管理システムを利用した実際の輸出入運用

輸出入容器移動情報管理システムの情報に基づいた再輸出入免税手続きの実施

バニング・デバンニングの作業時間計測

パレタイズの有用性検証・積載効率向上検証

関税局との調整・手続きの合意

実施すべき事項
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